
長野工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 実務訓練
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：実務訓練の手引き
担当教員 力丸 彩奈
到達目標
実務訓練を通じて専門分野に関連した実践的な業務に携わり，業務の概要を説明できることで(G-2)の達成とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

実務状況
実習内容を充分理解し，役割を理
解した上で積極的に取り組むこと
ができる．

実習内容を理解し，役割を理解し
たうえで取り組むことができる．

実習内容を理解し，役割を理解し
たうえで取り組むことができない
．

報告 取組んだ内容を過不足なく的確に
報告ができる．

取組んだ内容で必要な事柄を報告
できる．

取組んだ内容で必要な事柄を報告
できない．

学科の到達目標項目との関係
G G-2
 (G-2)  産業システム工学プログラム
教育方法等

概要
企業・機関などにおける学外実習を通じて，専門分野に関連した業務を積極的に行い，その中より実践的な技術感覚を
体得するとともに，技術者として必要な適応力を養う．また企業・機関などでの実習体験から，今後の学生生活での学
習意欲の向上と，進路決定の一助とする．

授業の進め方・方法

注意点

＜成績評価＞実務訓練先からの実習証明書（40%），提出された報告書（40%），報告会の提示資料の内容（20%）の
合計100点満点で評価し，各項目で6割以上獲得した物を本科目の合格者とする．
＜オフィスアワー＞水曜日の16:00〜17:00，電子情報工学科棟学科長または学級担任の教員室
＜先修科目・後修科目＞
＜備考＞実習先は，原則として帰省先から通勤可能な範囲とする．7月に各自保険に加入するが，期間により費用は異な
る．

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 履修の説明 インターンシップの意味を理解する．

2週 インターンシップ事業1　企業説明会
実習受け入れ企業・機関の方に，実習をする上で必要
なことなどについて説明していただき，実習テーマと
企業選択の研究を行う．

3週 インターンシップ事業2　研修会 実務訓練の前に，実務訓練への心構え，事前打ち合わ
せについて学び，企業・機関の方と打合せができる．

4週 インターンシップ事業2　研修会 実務訓練の前に，実務訓練への心構え，事前打ち合わ
せについて学び，企業・機関の方と打合せができる．

5週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

6週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

7週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

8週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

2ndQ

9週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

10週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

11週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

12週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

13週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．



14週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

15週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

16週

後期

3rdQ

1週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

2週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

3週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

4週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

5週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

6週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

7週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

8週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

4thQ

9週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

10週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

11週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

12週 インターンシップ事業3　実務訓練
原則として８月中旬〜９月下旬に10日以上の実習を行
う．実践的な技術感覚を養い，積極的に実習を行うこ
とができる．

13週 インターンシップ事業4　報告会
実習の内容や実習で得られたこと，後輩へのアドバイ
スを中心にまとめて適切な報告書等を作成することが
できる．また，わかりやすく説明することができる．

14週 インターンシップ事業4　報告会
実習の内容や実習で得られたこと，後輩へのアドバイ
スを中心にまとめて適切な報告書等を作成することが
できる．また，わかりやすく説明することができる．

15週 学科内での報告会
16週

評価割合
試験 小テスト 平常点 レポート その他 合計

総合評価割合 30 40 0 30 0 100
配点 30 40 0 30 0 100


